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遺跡資料リポジトリ・シンポジウムに参加して 
 
                                  村上健治 
 
 遺跡資料リポジトリ・シンポジウムが 11 月 27 日に大阪大学附属図書館でおこなわれた。この
プログラムを見た最初の印象は「これを半日でやるんですか？」ということであった。どう考え
ても内容が多すぎる。基調講演と講演があわせて 4 本、事例報告が 5 本、加えて GIS のデモとパ









• 講演「遺跡抄録データの活用と資料公開」愛知県埋蔵文化財センター調査課長 赤塚次郎 
• 事例報告「遺跡資料リポジトリシステムの概要と登録の実際」島根大学学術国際部図書情報
課 福山栄作、中井陽子 
• 事例報告「高知県埋蔵文化財センターにおける PDF データの公開」高知県文化財団埋蔵文
化財センター調査課長 廣田佳久 
• 事例報告「平成 21 年度遺跡資料リポジトリ事例報告」（筑波大学・香川大学・宮崎大学） 
• デモンストレーション「歴史遺産と GIS」（株）コンテンツ 小野博 
• パネルディスカッション「遺跡資料リポジトリの普及拡大のために」 
 
 遺跡資料リポジトリは、平成 20-21 年度 CSI 事業の領域 2 に採択されている。平成 20 年度は


















































 一旦集め始めた資料は継続して収集し、保存していかなければならない。10 年や 20 年といっ










（いずれも 2009.12.01 にアクセスを確認） 
 
（むらかみ けんじ・大阪大学附属図書館） 
